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赤
地
経
夫
先
生
制
作
に
よ
る

備̈
一勝
一性
Ｗ̈
愉
儒
憶
＝

「モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
に
あ
た
っ
て
」

赤
　
地
　
経
　
夫

私
が
、
初
め
て
草
薙
駅
を
下
り
て
、
静
岡
県
立
女
子

大
の
あ
る
茶
畑
の
斜
面
を
歩
い
た
の
は
、　
一
九
八
八
年

の
こ
と
で
す
。
東
京
芸
大
以
来
の
長
友
で
、
現
県
立
大

学
教
授
の
立
田
洋
司
君
に
誘
わ
れ
て
の
こ
と
で
し
た
。

人
が
生
き
て
い
く
こ
と
に
と
つ
て
、
「土
地
」
の
記

憶
と
は
何
か
と
考
え
ま
す
。
卒
論
や
レ
ク
チ
ャ
ー
で
接

し
た
女
生
徒
や
先
生
方
。
六
階
の
意
匠
学
研
究
室
の
窓

外
に
望
め
た
、
日
本
平
を
遠
望
す
る
起
伏
豊
か
な
自
然

の
風
光
。
そ
れ
ら
は
、
私
に
と
つ
て
の
学
び
舎
と
草
薙

の
大
地
の
記
憶
の
相
貌
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

大
量
の
生
産
と
消
費
と
情
報
に
追
い
立
て
ら
れ
る
如

く
み
ら
れ
る
、
私
た
ち
の
現
代
生
活
の
な
か
で
、
「知
の

肉
付
け
」
、
「心
の
記
憶
の
繁
り
」
と
は
何
か
と
思
い
ま

す
。
教
壇
に
立
っ
た
と
き
の
こ
の
思
い
は
、
県
立
女
子

大
同
窓
会
お
お
と
り
会
の
依
頼
で
、
昨
年
夏
よ
リ
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
制
作
に
取
り
組
み
始
め
て
、　
一
層
強
く
な
っ

て
蘇
る
よ
う
で
す
。

落
下
し
た
椿
の
赤
い
花
弁
の
向
こ
う
の
土
提
で
、
蕨

が
土
を
押
し
の
け
て
い
る
―
死
と
生
の
転
生
の
光
景
。

い
ま
、
自
然
に
囲
れ
た
伊
豆
の
ア
ト
リ
エ
で
、
石
を
刻

ん
で
い
ま
す
。
草
薙
の
大
学
に
新
に
加
え
ら
れ
る
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
が
、
旧
女
子
大
に
関
り
を
も
た
れ
た
一
人

一

人
の
心
の
記
憶
に
語
り
か
け
、
瑞
瑞
し
く
蘇
生
さ
せ
る

も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
過
去

の
女
子
大
を
通
し
て
既
知
の
方
々
は
無
論
の
こ
と
、
未

知
の
学
び
人
に
と
っ
て
も
、
忙
し
い
日
々
を
越
え
た

「記
憶
の
豊
饒
」
を
か
た
ち
づ
く
る
も
の
で
あ
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

イ

メ

ー

ぃン

デ

ッ

サ

ン

赤

地

経

夫

〈あ
か
ち

・
つ
ね
お
）

一
九
四
六
年
東
京
生
ま

れ
。
東
京
芸
術
大
学
大

学

院

美

術

研
究

科

修

了
。
芸
術
学
修
士
。

一
九
七

一
年
よ
り
、
イ

ラ
ン
、
中
近
東
、
北
ア

フ
リ
カ
、
ヨ
ー

ロ
ツ
パ

を
旅
行
、
滞
在
。

「
風
土
と
空
間
」
を

一

貫
し
た
テ
ー
マ
と
し
て

取
材
を
重
ね
、
支
と

写
真
等
で
発
表
す
る
傍
ら
、
建
築
と

空
間
造
形
に
取
組
ん
で
い
る
。

主
な
著
書
に

「も
う

一
つ
の
地
中
海
建
築
」
（Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
）
、

「
ガ
ウ
デ

ィ
建
築
入
門
」

（新
潮
社
）
、
「
レ
ヒ
ネ
ル

・
エ
デ

ン
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
世
紀
末
」
（Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
）
、
「ナ
イ
ル
河

と

エ
ジ
プ
ト
」
（福
音
館
書
店
）
ほ
か
。

一
九
八
八
―
九
〇
年
に
、
県
立
静
岡
女
子
大
学
講
師
と
し
て

「空
間
意
匠
学
」
の
講
座
を
担
当
。
伊
東
市
宇
佐
美
在
住
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建
設
ま
で
の
道
の
り

モ

ニ

ュ
メ
ン
ト
建

設
推
進
委
員
会

関
西
支
部

の
働
き
か
け
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
建
立
が
愈

々
完
成
。
総
会

で
披
露

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
女
子
大

の
存
在
を
形
の
あ
る
も
の
と
し
て
残
し
た

い
思

い

を
ど
の
様

に
具
体
化
し
て
よ

い
や
ら
見
当
も

つ
か
ず
、
と
に
負

各
科
か
ら
二
名

の
代
表
及
び
会
長
副
会
長
か
ら
成
る
建
設
推
進

モニュメント建設予定地

委
員
会
を
設
笙
ヽ

各
自
人
脈
を
掘
り
起
し
て
制
作
候
補
者
を
推

薦
し
て
戴
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
予
算
の
関
係
も
あ
り
単
に

有
名
作
家
と
云
う
こ
と
で
な
く
、
女
子
大
に
関
り
が
あ

っ
て
私

達
の
思

い
を
理
解
し
て
下
さ
る
方
を
念
願
に
置

い
て
、
関
西
支

部
か
ら
水
嶋
康
宣
氏

（プ

ロ
ン
ズ
乙
女
立
像
）
、
会
員

の
知
人

で
ス
ペ
イ

ン
在
住
の
増
田
達
矢
氏

（大
理
石
彫
刻
）

一
昨
年
の

総
会
で
の
講
師
ジ

ュ
ン

・
鈴
木
氏

（観
音
イ
メ
ー
ジ
乙
女
像
）

女
子
大
講
師
を
務
め
ら
れ
た
赤
地
経
未
氏

（鳥

の
イ
メ
ー
ジ

・

ソ
ー
ラ
ー
噴
水
）
の
四
氏
に
絞
り
、

イ
メ
ー
ジ
デ
ッ
サ
ン
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
事
に
致
し
ま
し
た
。

六
月
末
を
目
処
と
し
、
出
揃

っ
た
四
作
を
理
事
会

で
検
討

の
結
果
、

増
田
氏
の

「芽
生
え
」
を
第

一
候
補
と
し
て
、
他

の

四
作
と
共

に
大
学
事
務
局
に
提
出
。
事
務
局
と
話
し
合

い
の
結

果
県
立
大
学
創
立
十
周
年
記
念
行
事

の

一
環
と
し
て
、
玄
関
前

の
整
備
計
画
に
付
随
し
て
赤
地
氏
の
墳
水
の
案
が
取
上
げ
ら
れ

る
事
に
な
り
、
更
に
県
、
大
学
課
を
混
じ
え

て
の
調
整
の
結
果
、

二
転
、
三
転
し
て
管
理
棟
入
口
の
前
庭
の
植
込
の
中
に
女
子
大
、

女
子
短
大
、
薬
大
の
礎
石
と
、
花
滴

々
の
歌
碑
を

一
ヶ
所
に
ま

と
め
て
、
そ
の

一
剛

に
鳥

の
イ
メ
ー
ジ
に
依
る
石
彫
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
配
し
て
、
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
纏
め
る
と
云
う
事

に
決
定

し
た
次
第

で
す
。

六
月

の
総
会
に
は
皆
様

に
ご
覧

い
た
だ
け
る
と
存
じ
ま
す
。



森
　
　
主

一　

先
生

「動
物
の
生
態
」
と
題
す
る
本
の
出
版

（京
都
大
学
学
術
出
版
会
よ
り
出
版
）
の

た
め
の
校
正
を
す
る
日
々
で
す
。
こ
れ
に

生
き
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
年
齢
八
十

五
歳
に
達
し
、
体
調
は
必
ず
し
も
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
何
と
か
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。
草
薙
の
丘
の
音
を
思
い
、
皆
様

の
ご
多
幸
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

一一
一，旦

園
　
耕
二
　
先
生

女
子
大
か
ら
県
大
へ
の
移
行
期
に
、
秦

鴻
四
先
生
と
の
御
縁
で
静
岡
に
お
世
話
に

な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
つ
づ
き

県
大
に
も
縁
が
つ
な
が
っ
て
、
前
後
八
年

程
、
静
岡
市
北
安
東
に
住
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
美
尾
先
生
の
お
宅
が
近
く
に
あ

り
蛙
が
鳴
き
ト
ン
ボ
の
飛
び
交
う
い
い
環

境
の
想
い
出
は
つ
き
ま
せ
ん
。

一上
柳
　
富
美
子
　
先
生

県
大
を
二
年
前
に
定
年
で
退
職
し
て
か

ら
、
静
大
の
教
育
学
部
で
調
理
学
を
三
科

日
、
常
葉
大
の
教
育
学
部
で
家
庭
科
教
育

法
な
ど
を
二
科
日
、
非
常
勤
で
教
え
て
い

ま
す
。
県
大
で
は
教
職
課
程
が
な
か
っ
た

の
で
、
女
子
大
時
代
の
こ
と
を
な
つ
か
し

く
思
い
出
し
な
が
ら
、
楽
し
く
学
生
た
ち

と
接
し
て
い
ま
す
。

一
大
津
山
　
国
夫
　
先
生

一
昨
年
、
千
葉
大
学
を
定
年
退
職
し
て
、

常
葉
学
園
大
学
工
勤
め
て
お
り
ま
す
。

一加
藤
　
一二
郎
　
先
生

昭
和
五
十
年
三
月
貴
大
学
を
定
年
退

職
、
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
、
東
京
の
昭
和
女

子
大
学
に
十
五
年
間
通
勤
、
八
十
歳
で
教

壇
を
降
り
、
以
来
毎
日
が
日
曜
日
の
悠
々

自
適
の
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

間
、
海
外
旅
行
は
三
十
五
回
で
し
た
が
、

八
十
歳
を
メ
ド
に
旅
行
社
で
は
受
け
付
け

て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、
国
内
旅
行
に
切
り

替
え
ま
し
た
。
今
年
、
米
寿
の
歳
を
迎
え

ま
し
た
が
、
余
命
幾
許
も
な
い
人
生
で
し

ょ
う
。
去
年
七
月
、
胃
潰
瘍
の
手
術
を
受

け
ま
し
た
が
、
退
院
後
は
、
幸
い
体
調
は

良
好
で
す
。
し
か
し
、
朽
ち
果
て
た
本
の

一
本
橋
を
戦
々
競
々
の
想
い
で
渡
る
毎
日

で
す
。

一上
條
　
彰
次
　
先
生

神
戸
松
陰
女
子
学
院
大
学
文
学
部
国
文

学
科
に
勤
め
、
ゼ
ミ
で
は

『と
は
ず
が
た

り
』
や

『西
行
物
五
Ｌ

を
読
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
記
し
て
今
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ

レ
ビ
の

〈
埴
谷
雄
高

・
死
霊
の
世
界
〉
を

視
な
が
ら
沈
思
。

二
月
二
十
四
日
午
後
八
時
半
記

一
一

河
端
　
政

一　

先
生

も
う
、
女
子
大
を
止
め
て
十
三
年
、
信

州
大
学
を
停
年
に
な
っ
て
か
ら
も
九
年
に

な
り
ま
す
。
最
近
は
頭
は
あ
ま
り
使
わ
な

い
の
で
、
い
さ
さ
か
退
化
し
た
よ
う
で
す
。

で
も
体
だ
け
は
元
気
で
時
々
ツ
チ
ノ
コ
さ

が
し
に
山
歩
き
を
し
た
り
、
渓
流
魚
の
ア

マ
ゴ
釣
り
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

一河
村
　
一房
代
　
先
生

四
十
五
年
間
に
わ
た
る
教
育
と
研
究

生
活
を
去

っ
て
も
う
四
年
に
な
り
ま
す
。

今
は
静
岡
家
庭
裁
判
所
の
参
与
、
静
岡

少
年
友
の
会

（裁
判
所
に
来
た
非
行
少

年
を
家
庭
裁
判
所
と
協
力
し
て
、
正
し

い
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
善
意
の
奉
仕

を
行
う
会
）
や
、
楽
寿
の
園

へ
の
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
や
、
大
学
婦
人
協
会
の
こ
と
、

観
劇
、
旅
行
な
ど
、
元
気
に
自
適
の
生

活
を
送
つ
て
い
ま
す
。

教
壇
を
去

っ
た
七
十

一
オ
の
時
が
私
に

と

っ
て
は
新
し
い
生
活
の
始
ま
り
で
し

た
。
そ
の
時
私
は
こ
れ
か
ら
は
物
事
に
こ

だ
わ
ら
な
い
、
さ
ら
つ
と
し
た
人
生
を
送

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
四
年

経

っ
た
今
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
こ
の

ま

ゝ
で
は
何
と
な
く
薄

っ
ぺ
ら
な
人
生
に

思
え
て
、
ど
う
も
物
足
り
な
い
の
で
す
。

一
方
で
は
健
康
だ
か
ら
そ
ん
な
格
好
を
つ

け
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
、
先
ず
健

康
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
と
、
あ
れ
こ
れ
思

う
此
の
頃
で
す
。

一小
泉
　
保
　
先
生

一
九
八
〇
年
に
静
岡
女
子
大
を
辞
し
て

か
ら
十
七
年
経
ち
ま
し
た
。　
一
九
九
〇
年

に
大
阪
外
国
語
大
学
で
停
年
を
迎
え
、
現

在
関
西
外
国
語
大
学
に
つ
と
め
て
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
国
際
言
語
学
部
が
発
足
し
、

学
部
長
の
職
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
、
日

本
言
語
学
会
の
会
長
を
つ
と
め
、
今
、
日

本
音
声
学
会
々
長
の
任
に
あ
た
つ
て
い
ま

す
。
関
西
外
大
に
は
野
内
先
生
が
お
ら
れ

る
の
で
女
子
大
時
代
の
こ
と
を
し
き
り
に

懐
古
し
て
い
ま
す
。

一桑
原
　
　
日即
　
先
生

昨
年
三
月
三
十

一
日
付
で
、
放
送
大
学

静
岡
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
長
の
職
を
任
期

満
了

（四
年
間
）
で
辞
し
ま
し
た
。

以
来
、
自
適

（勿
論
、
悠
々
の
二
字
は

つ
き
ま
せ
ん
）
の
日
々
を
過
し
て
い
ま
す
。

前
記
、
＊
の
自
適
を
解
説
し
ま
す
と
、

規
則
正
し
い
生
活
、
読
書

（専
門
書
は
勿

Ｌ
Ｒ

Ｐ

　

／

ヽ

」Ｒ

ｒ

巨

ア
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，
Ｄ

Ｉ

，
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ご
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０
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ヽ
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頁
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常

“

Ｃ

ｔ

グ

留

“

Ｃ

…

也

う

‘

１́

′

ｌ

ｏ

鷹́

ご

雇

こ

′

´
一コ′
一
　
一　
　
、
■
ｒ
ｍ
ｌｌｌ
川
ヽ

論
、
教
養
書
も
含
め
て
）
資
料
整
理
、
地

域
貢
献

（例
え
ば
、
町
内
会
の
組
長
な
ど
）

ｅ
ｔ
ｃ
，　
ｅ
ｔ
ｃ
…
。
現
在
、
先
々
に
向

け
て
、
日
々
新

（Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
　
Ｏ
ｎ
ｗ
ａ

ｒ
ｄ
）
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
…
。

一榛
葉
　
良
之
助
　
先
生

退
官
し
て
か
ら
、
は
や
十
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
お
陰
様
に
て
な
ん
と

か
無
事
に
過
ご
し
て
来
ま
し
た
。
島
田
市

民
病
院
の
勤
め
も
掛
川
の
報
徳
社
の
理
事

も
退
任
し
て
今
は
、
全
く
公
的
生
活
か
ら

離
れ
て
こ
の
田
舎
で
隠
遁
生
活
し
て
い
ま

す
。
た
ま
に
静
岡
に
出
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

む
の
が
楽
し
み
で
す
。
只
、
降
っ
て
湧
い

た
よ
う
な
静
岡
空
港
が
自
分
の
住
む
土
地

に
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
対
応

に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
開
発
と
環
境
保
護
、

大
変
な
課
題
を
晩
年
に
つ
き
つ
け
ら
れ
た

よ
う
な
感
じ
で
す
。
皆
様
の
ご
健
康
と
幸

せ
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

一高
嶋
　
健

一　

先
生

一
月
二
十
八
日
、
浜
松
へ
講
演
に
行
っ

て
い
て
た
お
れ
、
救
急
車
で
緊
急
入
院
。

浜
松
労
災
病
院
に
て
十
日
、
現
在
静
岡
病

院
で
療
養
し
て
い
ま
す
。
脳
幹
の
出
血
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
軽
く
て
す
み
ま
し
た
。

三
ヶ
月
位
の
リ
ハ
ビ
リ
で
よ
く
な
る
そ
う

で
す
。
皆
さ
ん
、
お
大
切
に
―

一
長
塩
　
静
子
　
先
生

静
岡
女
子
大
学
の
最
後
の
卒
業
生
を
お

送
り
し
て
か
ら
七
年
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
に

お
元
気
で
い
ら
つ
し
ゃ
る
ご
様
子
を
可
愛

い
お
子
様
の
写
真
入
り
の
賀
状
か
ら
も
う

れ
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。
私
は
静
岡
県

立
大
学
生
活
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
定
年

退
職
後
、
生
活
科
学
の

「衣
」
の
分
野
で

看
護
、
介
護
、
福
祉
関
係
の
非
常
勤
講
師

を
続
け
て
お
り
ま
す
。
急
速
な
高
齢
化
の

中
で
現
実
の
様
々
な
問
題
を
か
か
え
て
、

そ
の
実
務
に
た
ず
さ
わ
る
学
生
さ
ん
に
、

い
か
に
か
か
わ
る
か
少
し
で
も
お
役
に
立

つ
こ
と
を
ね
が
い
つ
つ
、
模
索
の
連
続
、

お
陰
様
で
健
康
に
支
え
ら
れ
て
用
い
ら
れ

て
い
る
日
々
を
心
か
ら
感
謝
し
て
居
り
ま

す
。
お
気
付
き
の
こ
と
な
ど
教
え
て
下
さ

れ
ば
う
れ
し
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
中
田
　
　
修
　
先
生

御
丁
寧
な
お
た
よ
り
を
あ
り
が
た
く
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。
小
生
は
、
県
立
大
学

を
停
年
退
職
し
て
、
や
が
て
二
年
に
な
り

ま
す
。
い
ま
は
、
藤
沢
の
日
本
大
学
生
物

資
源
科
学
部

へ
週
二
回
出
か
け
て
英
語
を

教
え
て
い
ま
す
。

一
秦
　
　
鴻
四
　
先
生

昨
夏
よ
り
秋
に
か
け
て
実
に
五
十
二
年

ぶ
り
に
入
院
し
て
ゐ
ま
し
た
。
（前
回
は

腸
チ
フ
ス
で
此
の
度
は
腹
部
大
動
脈
瘤

で
）
幸
に
順
調
で
、
退
院
し
て
か
ら
今
日

で
四
ヶ
月
日
に
入
り
、
大
体
、
自

に
復
し

ま
し
た
処
、
そ
ろ
そ
ろ
煙
霞
之
癖
出
て
来

て
、
二
月
に
な

っ
た
ら
安
倍
奥
の
野

・

山

・
渓
巡

へ
出
か
け
様
と
思

っ
て
ゐ
ま

す
。
元
気
に
し
て
ゐ
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の

御
来
訪
を
お
待
ち
し
て
ゐ
ま
す
。

畑
　
　
光
夫
　
先
生

常
葉
学
園
大
学
外
国
語
学
部
英
米
語
学

科
で
通
訳
法
翻
訳
法
な
ど
担
当
、
大
学
院

で
ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
担
当
、
四
月
か
ら

国
際
言
語
文
科
研
究
科
長
就
任
予
定
、
マ

ラ
ソ
ン
ーＯ
Ｋ
は
五
十
分
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ

ュ
。
六
十
八
才
の
年
令
を
感
じ
ま
す
。

一原
口
　
　
裕
　
先
生

昨
年
三
月
末
大
阪
女
子
大
学
を
定
年
退

職
し
大
阪
青
山
短
期
大
学
で
働
い
て
い
ま

す
。
為
家
自
筆
本

「土
左
日
記
」
を
所
蔵

す
る
短
大
で
す
。
先
月

「石
山
切
」
（西

本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
）
が
収
蔵
さ
れ

目
の
保
養
に
な
り
ま
し
た
。

一
一藤

田
　
純
男
　
先
生

一
九

一
九
年
生
ま
れ
で
七
十
八
オ
。
昨

年
四
月
か
ら
フ
リ
ー
。
庭
の
手
入
れ
、
読

書
、
八
千
歩
の
散
歩
が
日
課
で
、
元
気
い

つ
ぱ
い
で
す
。
海
外
旅
行
は
毎
年
続
け
て

い
ま
す
が
、
最
近
は
先
を
急
い
で
年
二
、

三
回
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

一古
沢
　
一
郎
　
先
生

米
寿
を
迎
え
て
ま
だ
散
歩
や
座
禅
が
で

き
る
こ
と
を
有
難
く
思

っ
て
い
ま
す
。
皆

様
の
御
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。

一
蒔
田
　
和
子
　
先
生

暖
か
な
春
の
季
節
を
迎
え
御
元
気
で
お

す
ご
し
の
事
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。　
一
九

九
四
年
退
官
後
、
静
岡
県
立
厚
生
保
育
専

門
学
校
と
英
和
女
学
院
短
期
大
学
の
非
常

勤
講
師

（担
当
課
日
、
栄
養
指
導
、
食
生

活
論
）
静
岡
ガ
ス
料
理
教
室
講
師
、
静
岡

県
教
委
開
講
の
生
涯
大
学
講
師
な
ど
を
勤

め
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
新
設
さ
れ
る
県

立
短
大
の
非
常
勤
講
師
、
静
岡
県
立
大
の

講
座
も
担
当
す
る
予
定
で
す
。
あ

っ
と
い

う
間
に
三
年
間
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

皆
様
も
御
元
気
で
御
活
躍
下
さ
い
ま
せ
。

一



お
お
と
り
会
総
会
開
か
れ
る

平
成
八
年
六
月
二
日

（日
曜
日
）
に
県

立
大
学
講
堂
で
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

お
元
気
に
ご
出
席
さ
れ
た
諸
先
生
方
と
九

十
八
名
の
会
員
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
平
成
七
年
度
活
動
報
告
と
決

算
報
告
が
承
認
さ
れ
続
い
て
八
年
度
の
活

動
計
画
と
し
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
建
設
推

進
委
員
会
が
十

一
名
の
理
事
で
構
成
さ
れ

平
成
九
年
の
総
会
ま
で
に
完
成
を
目
標
と

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
予
算
案
も
八
年
度

か
ら
は
本
部
会
計
よ
り

一
年
間
百
万
円
を

を
目
途
に
会
報
発
行
、
総
会
開
催
な
ど
の

活
動
に
使
用
し
て
い
く
方
法
に
変
更
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

講
演
は

「素
敵
、
快
適
～
カ
ラ
ー
で
楽

し
む
女
性
の
お
し
ゃ
れ
」
と
題
し
て
カ
ラ

ー
ア
ナ
リ
ス
ト
の
石
割
郁
子
先
生
の
お
話

で
年
を
重
ね
て
も
お
し
ゃ
れ
を
忘
れ
な
い

で
と
ス
ラ
イ
ド
で
宇
野
千
代
、
加
藤
シ
ズ

エ
、
飯
田
深
雪
さ
ん
等
の
生
き
方
を
見
せ

て
い
た
だ
き
、
実
際
に
モ
デ
ル
を
使

っ
て

色
使
い
の
工
夫
を
と
国
文
科
の
山
下
さ
ん

で
実
験
。
自
分
の
好
き
な
色
と
似
合
う
色

が
ち
が
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
、
日
紅
や

ス
カ
ー
フ
の
伸
椰
方
な
ど
お
し
ゃ
れ
の
話

が
つ
き
な
く
、
楽
し
い
講
演
で
し
た
。

お
昼
は
立
食
パ
ー
テ
イ
で
諸
先
生
方
の

お
話
や
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の
ス

ピ
ー
チ
が
き
け
て
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で

し
た
。　
一
と
六
の
回
の
お
当
番
幹
事
ご
く

ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

皇 季農3年 3月 ■目平 成 7年 度 決 算

込

益

人

毒

利

収

信

取

通

羮

雑

彙

費

養

費

費

を

催

行
　
　
　
耗

開

発

議

弔

消

会

隷
　
　
　
務

総

会

会

塵

事

撻

あ
な
た
色
は
　
何
季
？

国
文
短
大
十
六
回
　
山
下
　
和
子

同
窓
会
と
い
う
と
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ

を
お
持
ち
で
す
か
？

当
日
の
講
師
で
い
ら
つ
し
や
る
カ
ラ
ー
ア
ナ
リ
ス

卜
の
石
割
郁
子
先
生
は
、
夏

（六
月
）
に
な
っ
た
し
、
白
い

服
に
し
よ
う
か
…
…
な
ど
、
前

夜
お
考
え
下
さ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
て
く
る
、

ほ
の
ぼ
の
と
心
ほ
ぐ
れ
る
優
し

い
気
持
ち
に
な
れ
る
会
で
あ
ろ

う
と
、
ビ
ン
ク
の
ス
ー
ツ
・靴

で
い
ら
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

今
、
世
の
中
に
は
た
く
さ
ん

の
色
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
合
っ
た
色
が
あ
り
、
美
し
く
見
せ
る

に
は
、
似
合
う
色
を
身
に
つ
け
た
り
、
姿
勢
・表
情
が

大
切
な
こ
と
。
た
と
え
ば
春
色
の
人
に
は
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
は
金
が
映
え
る
と
か
、
美
し
い
階
段
の
昇
り
降
り

の
足
の
清
が
、
落
し
物
を
拾
２
町
２
裟
ア
ら
、
ハ
ッ

と
思
い
当
た
っ
た
り
し
て
、
思
わ
ず
み
な
さ
ん
か
ら
笑

高
瀬
幸
子
先
生

県
立
大
学
食
品
栄
養
科
学
部
長
に

昭
和
四
十
八
年
女
子
大
学
に
赴
任
さ
れ

て
か
ら
平
成
三
年
県
立
大
学
食
品
栄
養
科

学
部
教
授
に
な
ら
れ
、
こ
の
度
の
選
挙
で

学
部
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
二

年
。
専
門
研
究
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
生
理
作

用
。
医
学
博
士
。
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

ｏ
国
文
科
同
窓
会

八
月
十
七
日
０
日
興
会
館
に
於
て
オ
五

い
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
カ
ラ
ー
を
四
季
に
分
け

て
あ
る
ボ
ト
ド
で
の
説
明
、
ピ

ン
ク
な
ら
ど

ン
ク
で
も

春
夏
秋
各
が

あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
色
見
本
で
あ
る
た

く
さ
ん
の
布
を
使

っ
て
モ
デ
ル
に
合
わ
せ
て
教
え
て
下

さ
る
と
い
う
の
で
す
。“
こ
れ
を
タ
ダ
で
や
っ
て
も
ら
え

る
”
な
ら
と
、
ひ
と
ま
ず
自
身

の
美
醜
は
忘
れ
て
モ
デ

ル
初
体
験
を
し
ま
し
た
。
優
し
い
笑
顔

で
、
き
び
き
び

と
な
え
て
下
さ
る
先
生
の
お
か
げ
で
、
気

持
ち
よ
′
き
か
れ
て
い
く
よ
う
な
気
分
に

な
れ
ま
し
た
。

身
近
で
一番
ま
ち
が

えヽ
て
い
る
の
は
、

“
口
紅
の
色
”
だ
そ
う
で
、
み
な
さ
ま
お

気
を
つ
け
あ
そ
ば
せ
！

先
生
は
有
名
人
の
カ
ラ
ー
も
手
が
け

て
い
ら
し
て
、
村
山
墓
黒
爛
２
性
と
の
際

に
は
、
ネ
ク
タ
イ
・
め
が
ね
な
ど
の
コ
ー

デ
ィ
不
イ
ト
も
な
さ
っ
た
そ
う
で
、
そ
の

ス
ラ
イ
ド
で
は
効
果
の
ほ
ど
が
は
っ
き
り

と
表
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
体
調
が
す
ぐ
れ
な

い
時
は
、

台
所
に
赤
い
花
を
飾

っ
た
り
す
る
と
元
気
が
出
る
そ
う

で
す
。
お
し
や
れ
な
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
あ
り

が
と

スヽ

」ざ

い
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
、
次
回

の
同
窓
会
に
出
席
し
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
＝

回
総
会
が
開
か
れ
ま
す
。
今
年
は
三
木
紀

人
先
生

（お
茶
ノ
水
女
子
大
学
教
育
学
部

教
授
）
の
講
演
が
あ
り
ま
す
。
時
間
は
十

一
時
か
ら
会
費
は
六
千
円
で
す
。
お
出
掛

け
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ｏ
食
物
科
同
窓
会

二
十
周
年
記
念
総
会
が
十

一
月
九
日
①

ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
行

わ
れ
ま
す
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
大

勢
の
先
生
方
を
ご
招
待
し
て
パ
ー
テ
ィ
形

式
で
楽
し
く
開
き
ま
す
。
記
念
誌
や
最
新

の
名
簿
の
発
行
も
同
時
に
出
来
ま
す
よ
う

に
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

ｏ
私
達
の
母
校
に
対
す
る
深
い
思
い
を
込
め

た
記
念

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
完
成
の
喜
び
を
、

六
月
の
総
会
で
大
勢
の
皆
様
と
共
に
分
か
ち

合
い
ま
し
ま
つ
。

ｏ
諸
先
生
方
か
ら
の
お
便
り
ど
う
も
有
難
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

ｏ
今
年
も
三
四
三
名
の
皆
様
か
ら
通
信
費
の

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
絆
を

心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
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県立大学 剣祭 バザー出品者

短大 8回被服 北原 久恵

短大 1回 クク 牛木  琴

短大15回食物 八本 文子

大学 2回 クク 鈴木真理子
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 三

純益 28650円 はおおとり会本 :

会計に。           :
ご協力ありがとうございました。 :

平 成 8年 度 予 算 案

贅
査

費

費

棄

計

何
催

策
”

務

誨

備

議
会
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総

事

会

予

合


